





















































































































































電力は 2001年 7月 24日の 1億 8270万キロワ
ットです．その時の沖縄電力の需要はデータ























2009 年で 1 億 5900 万キロワットとなります

















10 社計で約 6 兆円であり、総固定資産の約 36







2009 年度の 1 年間で 8585 億キロワット時で
あり、1 年間＝8760 時間でわると平均需要は
9800 万キロワットになります．ところで 2009
年度の年最大需要は 2009 年 8 月 7 日の 1 億
5900 万キロワットです．ちなみに、これまで
























































































ません．たとえば東京電力管内では 2010 年 7























の 1,5,6,7 号機）の合計 491 万キロワットを加
えると 5209 万キロワットになります．東京電
力の発表によれば内訳は公表されていません






24 日の 6430 万キロワットです． 









































備で、卸電力を加えると 1 億 8404 万キロワッ
トです．原発 2 基のみを有する日本原子力発










ん．また 4 列目は 15%の節電がされた場合の

































































































































資回収ができ、20 年間の得は 79,000 円に低下
してしまいます．初期投資額の年利回りは 20
年複利で 0.3％にしかなりません． 
買い取り期間を 10 年から 20 年に
、収入が売電の収入増 285,000 円だけ増え
ますから、364,000 円の利益がでます．年利回
りは 1.3％にあがります．現在の新発 10 年物
の国債利回りが 1.2%ですから、ほぼ同率にな
ります．さらに全量買い取りにすれば、売電
収入は 20 年で 2,520,000 円となり、11 年目の
















買い取り期間が 10 年で 97 円（現行ではこの
値は 42 円に設定されています）、20 年で 60
円となります．また全量買い取りの場合では、





























は 20 年です．1990～2000 年の間に、風力は
102倍の611万キロワットに急伸しましたが、
発電コストの高い太陽光は 50 倍の 10 万キロ
ワットと小さい規模のままでした．ところが
2000 年の「再生可能エネルギー法」では、風
力の買い取り価格が約 9 ペニヒ（稼働より 5
年間）、約 6 ペニヒ（6 年目以降）に下がり、
逆に太陽光は 51 ペニヒと大幅に引き上げら
れました．その結果、2000～2004 年の間に、
風力は 2.7 倍の 1663 万キロワットに、太陽光
は 10.2 倍の 102 万キロワットと、太陽光の急
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